 eq \o\ad(陳述書,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
新潟地方裁判所　　　　　支部　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　印

	
	


次のとおり陳述します。なお，資産については「資産目録」記載のとおりです。

※　以下，指示に従って，□はレでチェックし，元号は文字を〇印で囲んでください。

第１　生活の状況

１　現在の職業（□自営　□勤務　□無職）

　　就職した時期（昭・平　　年　　月から）

　　職場・会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　業　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　地　位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　手取収入月額　平均　　　　　万　　　　円
　　　退職金制度　□ある（現在退職した場合の支給予定額　　　　　　　　　　円）

　　　　　　　　　□ない

　　　　※　病気等により仕事ができず無職の場合には，診断書を添付してください。

　　　　※　給与収入のある人は最新の給与明細書の写し２か月分及び前年度（ない場合
　　　　　は前々年）の源泉徴収票の写しを提出してください。

　　　　※　自営業の人は直前２年間の確定申告書の控えを提出してください。

　　　　※　会社代表者の場合は，会社の過去２事業年度分の確定申告書及び決算報告書
　　　　　の写しをそれぞれ提出してください。

　　　　※　退職金があるときは，申立日現在で退職した場合の退職金見込額の証明書を

　　　　　勤め先から交付してもらって提出してください。

　　退職金がない場合で，正社員等の地位にあり５年以上勤務している人は，退職

　金がないことが分かるものを提出してください。

２　家族の状況（両親・夫又は妻・子供）

　　続　柄　　氏　　名　　　　年齢　　同居の有無　　　職　業　　平均手取月収

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳（□同居□別居）　　　　　　　　　　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳（□同居□別居）　　　　　　　　　　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳（□同居□別居）　　　　　　　　　　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳（□同居□別居）　　　　　　　　　　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳（□同居□別居）　　　　　　　　　　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳（□同居□別居）　　　　　　　　　　万円

３　現在の住居の状況

　　居住を開始した日（昭・平　　年　　月）

　　　□借家　□賃貸アパ－ト　□社宅　□公営住宅　□その他（　　　　　）

　　　　家賃（管理費を含む）　　　　　　　　円

　　　　　敷　　　金　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　家賃滞納額　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　借主の名前　　　　　　　　　　　　　　　
　　　□持家（同居者の持家も含む）

　　　　　所有者名：土　地　　　　　　　　　　申立人との関係　　　　　　
　　　　　　　　　　建　物　　　　　　　　　　申立人との関係　　　　　　
　　　　※　持家に居住している場合には，自分以外の家族の所有であっても，土地・建
　　　　　物の登記簿謄本を提出してください。

　　　　※　借家・賃貸アパ－トの場合には，賃貸借契約書の写しを提出してください。

４　家計の状況

　　現在の家計の状況は「我が家の家計の状況」記載のとおりです。

第２　経歴等

　１　最終学歴

　　　昭・平　　年　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（□卒業□中退）

　２　申立人の職歴（現在の職業を除き，現在の職業に至るまで新しい順に４つを記載して

ください。）

　　(1)　昭・平　　年　　月から昭・平　　年　　月まで　（□自営□勤務）

　　　　職場・会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　業　　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　地　　位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　手取収入月額　　　　　　　　　万円

　　(2)　昭・平　　年　　月から昭・平　　年　　月まで　（□自営□勤務）

　　　　職場・会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　業　　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　地　　位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　手取収入月額　　　　　　　　　万円

　　(3)　昭・平　　年　　月から昭・平　　年　　月まで　（□自営□勤務）

　　　　職場・会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　業　　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　地　　位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　手取収入月額　　　　　　　　　万円

　　(4)　昭・平　　年　　月から昭・平　　年　　月まで　（□自営□勤務）

　　　　職場・会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　業　　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　地　　位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　手取収入月額　　　　　　　　　万円

３　結婚歴

　　□　ない

　　　□　ある（現在までの結婚歴をすべて記載すること。相手の氏名は結婚直前の氏名）

　　　　(1)　昭・平　　年　　月結婚，昭・平　　年　　月離婚

　　　　　　相手の氏名　　　　　　　　　
　　　　(2)　昭・平　　年　　月結婚，昭・平　　年　　月離婚

　　　　　　相手の氏名　　　　　　　　　
　　　　(3)　昭・平　　年　　月結婚，昭・平　　年　　月離婚

　　　　　　相手の氏名　　　　　　　　　
第３　以前の生活状況

　　　※　以下にあてはまるものすべてを記入してください。

　　　□以下のいずれにも該当しません。

　　　□バー・クラブ・スナック等での飲食

　　　　　どんな所へ行ったか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　行った時期（昭・平　　年　　月頃から昭・平　　年　　月頃）

　　　　　行った回数（平均すると１か月に　　　　回くらい）

　　　　　使った金額（平均すると１か月に　　　　万円くらい）

　　　□パチンコ・競馬・競輪・マージャン等のギャンブル

　　　　　何をしたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　行った時期（昭・平　　年　　月頃から昭・平　　年　　月頃）

　　　　　行った回数（平均すると１か月に　　　　回くらい）

　　　　　行った金額（平均すると１か月に　　　　万円くらい）

　　　□投機行為等（株式購入・先物取引・マンションなど）

　　　　　何をしたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　行った時期（昭・平　　年　　月頃から昭・平　　年　　月頃）

　　　　　使った金額

　　　　　（総額で　　　万円くらい投資し，結局　　　万円くらい損しました。）

　　　□物品の購入（２０万円以上のもの）

　　　 (1)買った物　　　　　　　　　　　　 (2)買った物　　　　　　　　　　　　
　　　　　買った時期（昭・平　　年　　月頃）　買った時期（昭・平　　年　　月頃）
　　　　　使った金額（　　　　　　　　万円）　使った金額（　　　　　　　　万円）
　　　　　クレジット会社名（　　　　　　）　　クレジット会社名（　　　　　　）

　　　　　現在その商品はどうなっていますか　　現在その商品はどうなっていますか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 (3)買った物　　　　　　　　　　　　 (4)買った物　　　　　　　　　　　　
　　　　　買った時期（昭・平　　年　　月頃）　買った時期（昭・平　　年　　月頃）
　　　　　使った金額（　　　　　　　　万円）　使った金額（　　　　　　　　万円）
　　　　　クレジット会社名（　　　　　　）　　クレジット会社名（　　　　　　）

　　　　　現在その商品はどうなっていますか　　現在その商品はどうなっていますか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　書ききれない場合は，この用紙をコピーして同じ要領で記載してください。

　　　□その他

第４　債権者との状況

　１　債権者との話し合い（借金の返済金額・期間等の方法について）

　　　□ない

　　　□ある

話し合い（弁護士を介した話し合いや裁判所における調停・和解を含む。）の結果，

次のとおり話がまとまって支払いましたが，結局支払えなくなりました。

　応じた債権者の数（　　　　人中　　　　人）

　支払った期間（昭・平　　年　　月頃から昭・平　　年　　月頃）

　毎月の支払総額（　　　　　　万円）

　　　　　※　過去に調停・和解が成立した場合は，調停調書または和解調書の写しを提出してください。

　２　差押・仮差押等（競売・滞納処分を含む）

　　　□ない

　　　□ある

　　　　差し押さえられたもの

　　　　□給料

　　　　□家財道具

　　　　□不動産

　　　　□電話加入権

　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　※　裁判所からきた決定書等の写しを提出してください。

第５　債務の発生原因・増加の事情

　　　多額の借金をした理由は，以下のとおりです。

　　　※　次の１～８の中から，理由としてあてはまるもの（複数ある場合は，そのすべ

て）をチェックし，９（６ペ－ジ以下）にその具体的事情を記載してください。

　１□生活費が足りなかったためです。

　　　※　当時の職業，収入（月収）及び生活費が足りなくなった具体的な理由を９に書

　　　　いてください。

　２□飲食，飲酒，旅行，商品購入（自動車，絵画，パソコン，洋服，健康器具等），ギ

　　　ャンブル，風俗等にお金を使いすぎたためです。

　　　※　具体的な事情（いつころに，何に，いくら使ったか，ローンの場合は月々のロ

　　　　ーン額等）を９に書いてください。
　３□事業（店）の経営に必要だったためです。

　　　事業資金としてつぎ込んだ金額：合計　　　　　万円

　　　※　事業内容（会社名，店名，取引の仕組み，従業員数，売上高等）及び事業（店）

　　　　の経営に失敗した理由を９に書いてください。

　４□仕事上の接待費の立替払い，契約金の立替払い，営業の穴埋め，ノルマの達成等に

　　　お金を使い過ぎたためです。

　　　※　具体的な事情を９に書いてください。

　５□住宅ローンが高額に上がったためです。

　　　　当時の職業：　　　　　　　　　　月収　　　　　万円

　　　　購入物件：□土地　□建物　□マンション　□その他（　　　　　　　）

　　　　購入時期：昭・平　　年頃

　　　　購入金額：合計　　　　　万　　　　　円
月々の返済金額：　　　　万　　　　　円（ボーナス時　　　　万　　　　円）

　　　※　具体的な事情を９に書いてください。

　６□他人（又は会社）の借金を保証したためです。

　　　※　保証することになった具体的な事情を９に書いてください。

　７□返済のためです。

　　　※　具体的な事情を９に書いてください（いつ，だれから，いくらくらい借りて，ど
　　　　こへいくらくらい返済したか。）。

　８□その他

　　　※　具体的な事情を９に書いてください。

　９□それぞれの具体的な事情は次のとおりです。

　　　※　年代を追ってその時の収入・債務の総額・月々の返済額等について，詳しく記

　　　　入してください（箇条書きでもかまいません）。

（年月日）　　　　　　（内　　　容）

	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	　


	

	
	
	


	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


· 書ききれない場合は，この用紙をコピーして記載してください。

第６　借入等をした際の事情

　１　自分以外の名前を使って借入れ等を申し込んだことがありますか。

　　　□ない

　　　□ある　昭・平　　年　　月に　　　　　　　　　　から借入れをした際に

　　　　　　　　　　（あなたとの関係　　　　　）の名前で借りました。

　　　　他人名義の使用について，本人の承諾は　□ない　□ある

　　　　　　　　　　　　　　　　債権者は　　　□知っている　□知らない

　２　その他借入れ等の際に事実と違うことを述べたことがありますか。

　　　□ない

　　　□ある

　　　　　□氏名→事情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　□生年月日→事情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　□住所→事情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　□使途→事情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　□他社での借入総額→事情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　□その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３　換金する目的でクレジットカードを使ったり，架空のローンを組んで物品を購入し

　　たことがありますか。

　　　□ない

　　　□ある

　　 (1)購入年月日（昭・平　　年　　月） (2)購入年月日（昭・平　　年　　月）

　　　　購入品名　　　　　　　　　　　　　　購入品名　　　　　　　　　　　
　　　　処分先　　　　　　　　　　　　　　　処分先　　　　　　　　　　　　
　　　　換金により得た金額（　　　万円）　　換金により得た金額（　　　万円）

　　　　きっかけ　　　　　　　　　　　　　　きっかけ

　　　　　□自分で考えました　　　　　　　　　□自分で考えました

　　　　　□第三者に教えられました　　　　　　□第三者に教えられました

　　　　　□業者の広告を見ました　　　　　　　□業者の広告を見ました

　　　　　□業者に勧められました　　　　　　　□業者に勧められました

　　 (3)購入年月日（昭・平　　年　　月） (4)購入年月日（昭・平　　年　　月）

　　　　購入品名　　　　　　　　　　　　　　購入品名　　　　　　　　　　　
　　　　処分先　　　　　　　　　　　　　　　処分先　　　　　　　　　　　　
　　　　換金により得た金額（　　　万円）　　換金により得た金額（　　　万円）

　　　　きっかけ　　　　　　　　　　　　　　きっかけ

　　　　　□自分で考えました　　　　　　　　　□自分で考えました

　　　　　□第三者に教えられました　　　　　　□第三者に教えられました

　　　　　□業者の広告を見ました　　　　　　　□業者の広告を見ました

　　　　　□業者に勧められました　　　　　　　□業者に勧められました

※書ききれない場合は，この用紙をコピーして同じ要領で記載してください。

　
４　負債を返済できないと思うようになった時期以降に，新たに借入れをしたり商品を

　　購入したことがありますか。

　　□ない

　　□ある　　平　　年　　月に　　　　　　　　　　　から　　　□借入れ　□購入
　　　　　　　借入れ又は購入した金額・購入品名等の内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第７　返済等に関する状況

　１　借金返済のための借入れなどに頼らず，自分（又は同居者等）の収入の範囲内で，
初めに約束したとおり元金と利息を支払っていたのは，

　昭・平　　年　　月頃までです。

　２　最後の借入時期（自動支払機による少額利用を含む。）と使途

　平成　　年　　月頃，　　　　　　　　から借りた　　　万　　　円が最後です。

この借入金の使いみち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３　あらゆる手段によっても弁済が不可能だと思うようになった時期及び理由

　　　平成　　年　　月頃，理由は次のとおりです。

　　　　　　　その頃の月々の返済額の合計　　　　　　　　万円

　　　□支払いに要する金額が，収入をはるかに超えていたためです。その頃の収入は平均

　　　　手取月収で　　　　万円です。

　　　□業者から貸付けを拒否されたためです。

　　　□収入がなくなったためです。

（理由　□失業　□病気　□その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　□その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　４　現在の借入金の返済状況

　　　□平成　　年　　月頃以降全く支払っていません。

　　　□現在も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対して支払っています。

第８　現在までの破産・免責手続について

　　　過去に破産宣告又は破産手続開始決定を受けたり，現に係属している破産事件や個
人再生事件等がありますか。

　　　□ない

　　　□ある（昭・平　　年　　月　　日　　　　　地方裁判所　　　　支部）

　　　　　　　事件番号　昭・平　　年（　　）第　　　　　号）

なお，この破産手続について，その後の免責手続は次のとおりです。

　　　　□申立中です

□免責を許可されました（昭・平　　年　　月　　日付けの決定）

　　　　　□免責の申立をしましたが，不許可になりました

　　　　　□免責の申立をしましたが，その後に取り下げました

　　　　　□免責の申立はしませんでした

第９　関連事件係属の有無

　　　今回の破産申立てに関連する破産事件がほかにありますか。
□ない

　　　□ある（昭・平　　年　　月　　日　　　　　地方裁判所　　　　支部）

　　　　　　　事件番号　昭・平　　年（　　）第　　　　　号）

　　　なお，この事件の破産者は次のとおりです。

　　　　□代表者に就任している法人
□相互に連帯債務者の関係にある個人
　　　　　□相互に主たる債務者と保証人の関係にある個人
　　　　　□夫又は妻
第１０　今後の見通し，生活を改善すべき点，今までに反省すべき点など，その他述べたい　　　ことは，以下のとおりです。
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